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 無投薬ブランドを目指して

内之浦町漁業協同組合 田中一也

 1地域と漁業の概要
 私の住んでいる内之滴町は、人口5,700人の

 比較的小さな町で大隅半島東部の山間に位置しロケ

 ットの町として有名である。また,町の東側は雄大

 な太平洋に面しており,黒潮のその恵みを一杯に受

 け古くから漁業の町として発展してきた。(図1)

 町内には内之浦町.岸良,船問の3つの漁協があ

 る。私の所属する内之浦町漁協は正組合員177名

 准組合員8名の計185名からなり、主な漁業種類

 として定置網漁業,魚類養殖業,まき網漁業等が営

 まれてる。

 その中で私の従事する魚類養殖は内之浦湾の湾口

 部の広さと水深の深さといった地形と温暖な気候を

 利用し、昭和42年頃からブリ主体に始められ,現

 在8経営体が営んでいる。平成8年にはカンパチ養

 殖もはじまり,平成10年度の魚類養殖全体の水揚

 げ総額は約8億7千万円で漁協全体の生産額の約4

 割を占め,そのうちカンパチ養殖は4億9千万円と

 養殖全体の半分を占めるようになった。(図2)

 2漁師への道
 私は小さい時から自他と心に認める「海好き」で

 小学校高学年ぐらいから毎朝5時前に起きて登校ま

 での時間,父の経営する定置網と養殖の手伝いをし

 ていた。父の背中を見て育つうちに.ごく自然に海

 で生計を立てようと決めていた。家業の手伝いをし

 ながら内之浦中を卒業後、枕崎市の県立鹿児島水産

 高校に進学した。高校を卒業すると同時に地元に帰

 り父と一緒に海で生きる念願の第一歩を踏み出した。最初は,小さい時から手伝っていた

 からすぐに父と同じようにできると考えていた。しかし,現実は甘くはなかった。朝5時

 から日が沈むまで定置網の手入れや引き上げ.給餌と仕事が続くが要領がわからず何をす
 るにも叱られる。しかし仕事をやめようとは一度も考えなかった。それは海が何よりも好

 きだから。仕事に対する真剣な父の姿を見て育ったからだと思う。

 現在、父は小型定置網を叔父に譲り養殖に専念しており.カンパチ17基,ブリ7基及

 びシマァジユ基の生け實を所有している。私は.今ではそのうちのカンパチ6基とブリ5

 基を任されるようになった。

 3無投薬養殖導入の動機

 こうして父と共に養殖を始めた私が最初に直面したのは病気の発生,エサの高騰それに

 加えて魚価の低迷といった三重苦という厳しい現実であった。従来の養殖方法は少しでも

図1位置図

図2甲皮10年竈糧素種素8別生産高



 生産性を高めるため過密に飼育し.それにより起こる病気を防ぐため投薬を欠かす事がで

 きなかった。そこには失敗は許されない現実がある。生産性を高めることで環境悪化を引

 き起こし.ひいては病気の蔓延,生産率の低下を招いている。そんな中,私は理想と現実

 の狭間で少しずつジレンマに陥っていった。

 このような厳しい養殖業に携わる私にとっ.ての大きな転機は,結婚そして子どもの誕生
 であった。私は子どもが生まれて大きく変わった気がする。食の安全と環境問題に目を向

 けるようになった。独身の頃はスーパーで買い物等したこともなかった私が子どもが生ま

 れてからは家族と一緒に買い物に行くようになった。少々高くても無農薬野菜に手を伸ば

 す妻の姿を見,安全な食品を求める消費者の気持ちがわかった気がした。今までの自分は

 生産性だけを求め消費者の立場で魚づくりをしていなかったことに気付いた。

 消費者あっての生産者である。消費者二一ズに応えた付加価値を高めた“もの"作りは

 この厳しい時代に生き抜くための残された道だと思う。

 以来,私はチャレンジ精神と失敗を恐れないという若者の特権を武器に無投薬(無投薬

 ・・抗生物質・抗菌剤を使用しない)カンパチづくりに試行錯誤の毎日を送ることになった。

 4試行錯誤の日々

 早速,先輩であり親方でもある父に相談した。父はこのチャレンジに対し,「おまえが

 やりたいと思うならとことんやってみろ。失敗しても大丈夫。父ちゃんも応援する。」と

 全面的に支持してくれ試験用に2基を使うことを快く了解してくれた。

 こうして平成9年度,11基ある稚魚イケスのうちカンパチ稚魚2基に対して試みるこ

 とになった。

 まず.①放養密度を7000尾/lOm生け賓から5000尾/10m生け賛へ低<した。②今

 までの食べさせるだけ食べさせ太らせるという過剰給餌を改め制限給餌(他の生け賓の7

 0～80%量)を行った。③抗菌剤の投薬回数を減らした。しかし,思ったほど稚魚のへ
 い死は減らなかった。

 無投薬養殖とは言い換えればr病気に打ち勝つ元気な魚づくり」だと思う。初年度失敗

 した原因は.病気の発生を招きにくくする環境づくりだけでは限界があり,病原菌が進入
 してきたときに打ち勝つ元気な魚づくりが出来ていなかったのではないかと考えた。

(図3)
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     図3病気の発生と従来の投薬

 平成10年度は昨年の結果を踏まえ「病気に打ち勝つカンパチ」をつくることを目指し

 た。様々な養殖雑誌をめくったりしてみたが具体策が分からなかった。そんな中,かねて

 から餌料の購入で付き合いのあった某飼料メー力一に相談を持ちかけてみた。メーカー側

 も時代に即した取り組みとして興味を示してくれ,以来私のよきアドバイザーとなってい



 る。試験には前年度同様カンパチ稚魚2基を使用した。供試魚には平均体重70gのカン

 パチ稚魚10,000尾を用いた。低密度飼いと制限給餌に加え.ナットウ菌の仲間の枯

 草菌の酵素が病原菌の進入を防ぐ効果があるとg助言を得て,抗菌剤に代わる屯のとして
 使用することを試みた。試験の方法としては,枯草菌105cells/kg量(液状)をモイ

 ストペレット(生餌8:配合2)に添加し与えた。
 また.投薬回数は従来の40%程度の使用に抑えた。その結果,完全に病気の発生を防

 ぐことは出来なかった。(図5)

 11年度は.低密度飼いとさら

 に給餌量の見直しを行った制限給

 餌に加え.新たな試みとして,

 10年度の試験で病気を抑制する

 ための効果が完全でなかった枯草

 菌に加え乳酸球菌の使用を試みた。

 これは私たちが日常口にする乳酸

 飲料と同じような屯ので,本来自

 然界の魚が持っている生体防御

 機能(病気を跳ね返す力)を高め

 る働きをし,健康増進に役立つと

 いわれている屯のである。

 また,10年度の結果を踏まえウイルス病に打ち勝つために,免疫賦活剤としての機能

 を持つフコイダン(海藻のヌメリ成分)の使用も試みた。

 11年度はカンパチ稚魚4基を使用し,稚魚は昨年度と同じ70gサイズを20,00

 0尾用いた。飼料添加剤の使用方法は,予め枯草菌105ce11s/kg.乳酸球菌2mg/k

 g及ぴフコイダン100mg/kgの割合で混合したものをモイストペレット(生餌8:
 配合2)に成長に応じて0.5～O.8%の割合で添加した。(表1)

 その結果.病気が抑制され,かなり抗菌剤の投薬回数を減らすことができた。(図4)

 また.生残率については,昨年度の枯草菌のみの結果に比べて90%とかなり高くなっ

 ている等,効果が表れている。(図6)一方.成長度については,9月30日時点で500

 9と必ずしも重量は増えていないが,これは制限給餌を行った結果と思われた。(図7)

 図4抗菌剤の投薬回教の変化
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表1餌料添加剤(  草菌,乳酸球菌及ぴフコイダン)の添加条件

       尾数(尾)20,O002000020,00020000,20,00020000
       平均体重(g)100150200300400500

       総重量(kg)2000,3000,4000,6000,8000,10,000
       Pre-Mix(k9)2346810

       給餌率(%)201715151312

       給餌量(kg)40051060090010401200
       Pre-Mix添加率(%)0.5O.60.70.70.8O.8

 5今後の課題と波及効果
 今年度に入り,町と漁協の援助を受け漁協の一室に漁場環境管理室が設置され,顕微鏡

 の他,簡単な急病診断を行う器具も常備された。各業者は毎日塩分と水温及びDO(溶存

 酸素)をチェックし,その都度漁協に報告している。漁協はそのデータを取りまとめ養殖

 業者にフィードバックし給餌等の参考にしている。これにより,漁場の状態が一目で削り,

 より適正な給餌を行うことが可能になった。そして何よりも良かったことは,養殖業者に

 自らの漁場を自らが管理していくという意識改革をもたらしたことではないだろうか。

 これまで3カ年にわたり試験してきたが,かなり手応えのある結果が得られた。今後は

 この試験を継続し最終的な生産性を見極めたいと思っている。

 また,これまでの成果に対して,仲買人から安全性が高いとして引き合いが来ているこ
 とも大きな励みになっている。

 11年度は今回報告したモイストペレット(MP)での試験の他にエクストルーデット

 ペレット(EP)での試験も開始した。これについては,初年度ということで報告まで至

 らなかったが今後も力を入れて取り組む予定である。

 これからの時代は総ての製品・商品に対して「開示」が求められる。私の目指している

 無投薬ブランドはより安全性の高い養殖魚を提供するものである。無投薬養殖は通常の養

 殖に比べ多少コストが高く付くが,安全性という付加価値を身にまとった魚はきっと消費

 者の目に留まることになるだろう。流通方法の開拓や採算性等残された課題はまだまだあ

 るが,次世代を担う子供達に安心・安全な「食」を届ける者の使命として無投薬養殖のシ
 ステムを確立していきたい。

 1,16字慮10年[と平城11年書ω生ローω止山日付  訳慮■nぴ生}ω資化`平城11軸〕



ねせうみんち}

 我らエラブの若海人
 私たちの青年部活動

沖永良部島漁業協同組合青年部 山下茂樹

 1地域と漁業の概要

 私の住む沖永良部島は,鹿児島の南南西約

 540㎞の洋上に浮かぶ.周囲55.8㎞,面

 積93.6㎞二の隆起サンゴ礁で覆われ一たひょう

 たん状の平坦な島で,和泊.知名の2町,人口

 約1万5千人からなっています。島の海岸線

 は、変化に乏しく,良港に恵まれない反面,耕

 地面積は広く,花や根菜類の栽培が盛んでr花

 の島」と呼ばれ,農業が盛んな島です(図1)。

 沖永良部島漁協は,昭和29年に設立され.

 現在、組合員は正組合員66名,准組合員

 186名,合計252名で,和泊町と知名町か

 らなる1島1漁協です。漁業は,瀬物一本釣、

 浮魚礁を利用した旗流し,曳縄,ソデイカ旗流

 し,追込網漁業等が行われています。平成10

 年度の水揚数量は193トン、水揚金額は

 131百万円でした。魚種としては,旗流し漁

 によるソデイカ,浮魚礁利用によるカツオ・マ

 グロ類,瀬物類等の水揚げが多くなっています

 (図2,3)。

 図1沖永良部島の位置

 図2沖永良部島漁協の水揚高の推移
 図3沖永良部島漁協の魚種別水揚割合



 2青年部の概要

 漁協青年部は,昭和63年11月,13名の部員で結成され,現在20歳代1名.30

 歳代7名,40歳以上6名の14名で活動を行っています。部員のほとんどが、Uターン

 してソデイカ旗流し漁,浮魚礁でのマグロ旗流し漁等の組み合わせ漁業に取り組んでお

 り、また,部員6～7名で追込網漁業も操業しています。

 3活劇課題の運定動機

 青年部結成以前の私たちは,昔からの漁師気質を持っ先輩方と様々な面で意見が食い違

 い漁協経営等への不満を持っていましたが,上下関係が厳しく,自分達が先輩方に意見を

 言うことは非常に難しいことであったため,結束することが必要だと考えました。また,

 島での漁業に対する認識の低さや他地区との漁業技術の格差などがあり,これらのことを

 解決するには行政機関等に様々な支援をもらうことも必要で,そのためには自分達が一丸

 となることが重要だと考え青年部を結成しました。

 4活動の状況及び実績

 青年部結成時から現在まで,学習会の開催,先進地視察研修,地域イベントヘの参加,

 放流事業への取り組み等行っていますが.以下のことを自分達の活動の柱としてきまし

 た。

 1)漁協運営への参画

 私たちがまず目指したのは,青年部から漁協の役員を出すということでした。それは,

 自らも漁協運営に参加し、自分達の意見を漁協運営に反映させるという目的があったから

 です。また,近い将来必ず自分たちが漁協の中心になり漁協を運営していかなければなら

 ないという現実があり,そのためのシュミレーションとして自分たちも漁協役員を体験し

 ておかなければならないと考えたからです。幸いに屯初代部長が役員に選出され,その後

 も必ず一人は青年部から役員が選出されており,現在も青年部から2名が役員に選出され

 ています。徐々にではありますが,自分たちの意見屯取り入れられるようになり,以下の

 ような活動を実施できるようになりました。

 2)新溝法の導入

 島では1O年くらい前から浮魚礁による漁業が導入されましたが,曳縄や流し釣りによ

 る漁業で、大型のマグロ類を漁獲するのは困難でした。そこで:沖縄や奄美本島で行われ

 ていた旗流し漁業の学習会や先進地視察を青年部で行い導入を図りました。また,沖縄県

 で行われていたソデイカ漁は平成2年頃に導入されましたが、青年部が中心になって,漁

 具の改良等に取り組み、高齢者でもできる漁法として確立しました(図5)。現在は、最

 大約30隻が出漁しており,島での

 組み合わせ漁業の中心となっていま`トプ〕`百万円〕
300
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 3)新規参入者の売掘・育成

 現在の部員は.都会からUター

 ンした者がほとんどですが,メン

 バーは結成当時とほとんど変わら

 ず,年齢は30～40歳代が中心

 になり,新規加入がいないのが現

 状です(図6)。島の漁業の将来

 のためには,この現状を打破し自

 分たちのようなUターン者,ある

 いは,Iターン者等の仲間を増や

 すことが必要であると考えていま

 す。昨年11月,青年部が中心に

 なって「漁業体験教室in沖永良部

 島」を開催しました。東京,大阪などから8名の参加があり.  我々が普段行っている漁を

 図5ソデイ力及ぴマグロ旗流し漁具図

 ソデイカ旗流し  マグロ旗流し

 図6青年部の年齢構成



 体験して屯らい,沖永良部の海,漁業の魅力を知ってもらいました。沖永良部は元来,他
 の地から来た人を快く受け入れる素地があり、1ターンして住み着いている人が少なくあ

 りません。今後のこのような活動を通して一人でも多くの伸問を増やして行きたいと考え

 ています。

 4)『海人まつり」の開催

 沖永良部島は,①「農業の島」というイメージが強く,漁業者の社会的な存在価値が低
 い。②島の漁業者は,団結して何かをやろうとする意識が低い。ということから,漁業・

 漁業者をもっとアピールする機会,一致団結する機会をつくり意識の向上をはかる必要が

 あると考え,青年部が中心になり平成5年よりr海人まつり」を毎年開催しています。7

 月20日の「海の日」のイベントとして開催しており,昨年で第7回目を迎えました。毎

 年2～3千名,島民の5人に1人程度が訪れており,町主催の「みなと祭り」に次ぐ島の
 大きなイベントして定着しており,地域興しの一翼も担っています。魚つかみ取り競争,

 魚つり競争等いろんな催しを行い,「海の日」に多くの島民や子供達に海,漁業への親し

 みを感じてもらっていると同時に,以下の3つを大きな目的としたイベントとして開催し
 ています。

 図7r海人まつり」手作り宣伝ポスター

 平成1!年7月20日(海の日)
場所;沖永良部島漁協(和泊漁港)
時間;午後]時開場

 鮮魚販売2時と3鮒榊j

 魚のつかみどり

 乗船釣り大会

 ウルトラク手ズ

 重量当てクイズ

駐車場完備

主催沖永良部島漁業協同組合



 ①鮮魚販売及びお魚試食

 島では,昭和59年頃から浮魚礁での漁業が導入され、マグロやカツオ等が大量に水揚

 げされるようになりました。しかし、それまで、これら赤身の魚を好んで食すという習慣

 がなく,ほとんどが島外出荷されていました。島でせっかく獲れる新鮮な点なのに、島の

 人の口に入らないのはおかしい。これらの魚の新鮮さとおいしさをアピールして、もっと

 多くの島民に食べてもらおうという魚食普及を目的に鮮魚販売及びお魚試食を開催してい

 ます。毎年2トン程度の魚を用意しますが、大人気であっという問に売り切れてしまいま

 す。7年目を迎え,最近、赤身のマグロ.カツオ等を食べる人が増え.島での消費量が多

 くなるとともに、鹿児島市場との単価の差もあまりなくなっています。

写真1  魚つかみどり競争

写真2  魚つリ競争



 ②乗船釣り大会

 島民の多くは、自分たちが普段食べている魚がどこで,どのような方法で獲れるのか、
 浮魚礁とはどの様なものか.漁業の実態をほとんど知らないと思います。これらのことか

 ら.多くの人に漁業のことを知ってもらい.後継者あるいは新規参入者を掘り起こすこと

 を目的に乗船釣り大会を毎年開催しています。浮魚礁での大物釣りを体験してもらい好評

 を得ています。後継者、新規参入者の発掘が第一の目的で、中学生・高校生の参加が少な

 いのが残念ですが,このような地道な活動を続けていくことで,いつかは実を結ぶと考え

 ています。

写真3 鮮魚販売

写真4  乗船釣り大会



 ③黒潮太鼓

 「海人まつり」は、名前のごとく.海人,漁業者のお祭りです。しかし,現実は,漁業

 者はいろんな催し物の裏方にまわり,一般の人の方が楽しんでいるという感があり,もっ

 と.自分たち漁業者自らが楽しんで参加できるような事がないか毎年青年部で模索してい

 ました。そんな折り.太鼓を叩いてみないかとの話が今年5月に舞い込んできました。海

 人まつりまで2ヶ月しかなく.反対意見もありましたが,青年部をアピールするためには

 絶好のチャンスであるとの意見が多く.取り組むことにし,沖永良部の海と自分達の意気

 込み,心意気をアピールするためr黒潮太鼓」とネーミングしました。

 カラオケ程度しか音楽に縁がなかった私たちにとって,強弱を付けて太鼓を叩くことや

 振り付けをマスターすることは非常に困難なことでしたが,なんとか人前で演奏できるよ

 うになりました。

 海人まつりでは、開会セレモニーのトップを飾るアトラクションとして「黒潮太鼓」を

 披露し祭りを大いに盛り上げることができました。その後も何回か演奏を披露しています

 が、昨年

 10月には名瀬市で開かれた「奄美群島漁業振興大会」でも披露し,他の地区の漁業者に

 自分たちの心意気を知ってもらいました。今後屯,いろんなイベントに参加し.地域輿し

 に貢献するとともに,我々青年部の結束力と意気込みを多くの島民に知ってもらい,漁業

 への魅力を感じてもらえば,後継者の発掘につながるのではないかと思っています。

5波及劾県

 これまで様々な活動を行ってきましたが,これらの活動により、我々の存在価値が認め

 られ.現在は自分たちが漁協の中心になっています。行政等からの支援も受けやすくな

 り、浮魚礁設置事業や放流事業等の様々な事業が導入されるようになりました。また,

 「海人まつり」等の活動をとおして,青年部だけではなく.組合員同士の結束力が強くな

 ってきています。昨年3月、浮魚礁を利用する組合員で,「沖永良部島漁協浮魚礁組合」

 が結成されましたが,私たちの活動が実を結び,組合員に協同.協調の意識が浸透した結

 果だと思っています。

写真5 黒潮太鼓



 6間題点と今後の課田

 私は、平成8年度から10年度までの3年間、青年部長を勤めていましたが,その間,

 いつも考えていたことは,青年部を解散しようということでした。それは,自分たちの意
 見を漁協運営に反映させるという目的がある程度達成され,また,「海人まつり」等の活

 動は軌道に乗ったものの.その他の活動は受け身で,ボランティア的な面が多くなり,青

 年部の存在価値がなくなってしまうと思っていたからです。毎年の総会で.これまでの活

 動や現状を振り返り,青年部の存続について話し合いました。

 その結果,いろんな意見が出されましたが、青年部活動とはなんなのか,何をすればい

 いのか,もう一度原点に返り,青年部を存続させていくことになりました。そこで,今後

 は.青年部が何ができるかをよく考え、高齢者のための漁業の導入や漁の経費節減,魚価

 の向上等,漁協全体の将来を見据えた活動を行い,沖永良部島の漁業を発展させていこう

 と思っています。

一12一



 「もっともっとサカナ!もっともっと元気!」
 一世界一の長寿国日本21世紀も一

東町漁業協同組合婦人部浜畑加代子

 1.地域と漁業の概要
 豊かな自然の恵みに囲まれた東町は,東は八代海に面し,九州全土を臨み、西には長島海

 峡を挟んで天草と対時し,日本でも有数のブリの産地として知られています。

 東町漁協は,鮮魚水揚1,478トン,約1ξ億円,ブリ養殖水揚14,160トン,約120億円,組合員
 509名(うち養殖業者163名)です。特に養殖業においては,二十年来,生産者の顔の見える安

 全で安心できる東ブランド「ブリ」として国内外からも高い評価を受けています。

 また,加工場は,養殖ブリの加工において全国初のHACCPの認証を受けたことで,トップレ

 ベルでの衛生管理のもと「より安全で晶質の高いブリ」を供給する漁協としてその名を馳せてい

 ます。

.東町漁協..魚獲実績推移

 養殖ブリ取扱量
鮮魚取扱量
 その他取扱量
 ・養殖ブリ金額
鮮魚金額
 その他金額

 2.組織と運営
 東町漁協婦人部は,昭和36年に貯蓄推進運動を目的に20数名で発足し,現在,部員198名

 で活動しており,年間活動資金は約200万円で運営しています。(役員構成表1)

 東町は大小21の島々からなるため,婦人部も13の支部に分かれています。(表1)総会や

 研修会等には,支部毎にバスで送迎するようにして,1人でも多くの部員が参加できるよう努力

 しています。また,部員間の連携強化と交流を深めるために,研修旅行やフラワーアレンジメン

 ト教室なども取り入れています。

 私たちは,明るく住み良い漁村づくりのため,地域の色々な問題を漁村婦人の立場から少し

 づつ改善することを活動目標として,また,漁協青壮年部と連携し,漁協事業・運営に積極的に

 参画しています。



 そして,重点活動事項(表2)を掲げ,特に,環境保全,魚食普及に重点を置いて運動展開し

 ています。

 環境保全への取り組みとしては,まず,天然石けん普及運動です。各種イベントでは,必ず

 天然石けんの販売とPRを行います。また,総会の記念晶やお歳暮などの贈答晶にも利用して

 います。

 海の環境を守る運動として,「海の目記念行事」(7/20)に,青壮年部と合同で「クリ』ンアッ

 プ運動」を行っております。婦人部は海岸清掃,青壮年部はボンベを背負って,海の中の清掃

 をしています。また,漁船のゴミ箱設置を呼びかけています。

 その他,毎月5日を「子供をみつめる日」と決め,各支部ごとに黄旗を掲揚し,親子の対話の

 促進を図っています。各支部に設置している「親子文庫」へ本を寄贈するほか,青少年の非行

 防止のために,町の図書館に子供たちへの良書の購入にと寄付をしています。

 3.活動課題選定の動機
 食は生命の源です。なかでも魚は良質な動物性タンパク質であり,魚には体に良い成分が豊

 富に含まれており,人間には欠かすことのできない食品です。

 私たち婦人部は,漁業に携わる者として,この魚を国民に供給していることに自信と誇りを持

 っています。漁業者だけでなく,多くの人に魚をおいしく食べていただくことが大切であると,昭

 和50年頃から,魚食普及のため魚料理講習会を開催してまいりました。しかしながら,カルシウ

 ム不足の子供たちや老人の骨組髭症が増えているのが現状でした。

 今から約10年ほど前に,魚を食べると頭の働きがよくなるDHAやEPAの効果が見直され,「

 魚」が注目されてきました。

 そこで,魚のよさを一番知っている私たちが,「この魚のよさをもっともっと普及させて,もっと

 もっと元気になってもらおう!」と,決意を新たにしました。そして,まずは自分の足元からが大

 切であると,地元の子供たちから取り組むことにしました。

 4.活動の状況及ぴ成果
 ①魚料理講習会の開催

 年数回,部員や他団体,町に赴任してきた教員とその奥様を対象に東町のブリを使って料理

 講習会を開催しています。町内外の中学生には,町のブリのPRとおいしさを知ってもらおうと調
 理実習,試食に力を入れています。

(1)部員,他女性団体

 ◇北薩地区漁協婦人部研修会

 近隣地区の漁協婦人部との情報交換や交流を図ることを目的として毎年研修を開催して

 います。そこでも魚料理講習会を試みました。お互いの料理を教え合ったりし,学ぶことが多

 い講習会です。

 ◇他女性団体

 地元の女性組織へも,みんなが知っているブリも色々な調理方法があるということを実習し

 ていただきました。

 (2)赴任教員・その奥様方

 町内の小学校に赴任してこられた先生やその奥様方,単身赴任の先生に対して,東町の

 特産であるブリのおいしさを知っていただくと共に独身の女性の先生にはさばき方を教えて

 おります。
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 (3)町内外の小・中学生やPTA

 ◇町内の2中学校(鷹巣中・川床中)の生徒

 中学生になると手つきもよく,上手にさばける生徒もいます。

 ◇近隣地区高尾野町のPTA

 近隣の町に対して,東町のブリのおいしさを知っていただきたいということと,PTAの方と

 いうことで,子供たちへの普及にっながればと実施しています。

 ◇高尾野小学校の児童

 夏休みに入った子供たちに魚のさばき方の他,海の環境保全についても学習してもらいま

 した。

 (4)東京・大阪の主婦

 平成7年に,プリ養殖業界が,かつてない不景気に陥り,特に養殖ブリの普及にカを入れ

 ました。

 平成7年2月に,「都会の主婦に直接アタックしよう!」と,県の広報事業を利用させていた

 だき,東京,大阪,鹿児島市の一般主婦を対象に料理講習会を開催致しました。もとより,都

 会で人集めができる程の人脈もございませんので,唐突にも,辻クッキングスクールをお訪ね

 することにしました。『養殖ブリ・養殖アオサの料理講習会をしたい』と懇願しましたところ,親

 身になって下さり,東京・大阪で1OO名すっ,鹿児島市は会場の都合で10名でしたが,のべ

 210名もの主婦の参加をいただきました。

 皆さん,最初は「養殖」という呼び名に「天然より劣る」という固定観念を持っていたようでし

 たが,実際に自分で魚をさばき・,いろいろ加工調理していくうちに,「ブリは捨てるところが無

 いんですね」「こんな調理方法もあったんですか」とたいそう驚かれ,大変喜んでいただきまし

 た。

 ②イベントヘの参加・協力

 その他,地域や漁協の各種イベントにおいても,一生懸命取り組んでおります。

 ◇町主催「ブリのつかみ取り大会」

 毎年恒例のrブリのつかみ取り大会」には子供からお年寄りまで2～3千名が集まります。

 子供たちがつかまえたブリを青年部がしめ,婦人部は試食用の刺身づくりをしています。

 ◇漁協主催「水産の目」

 毎年,r水産の目」(8/19)には,ブリの試食コーナー(約3千名分)を設け,婦人部員約50

 名で,4～5kgのブリ約100本をタタキと刺身の姿づくりにしています。20数年続けております

 が,大変好評で瞬く間になくなってしまう程です。

 また,当日は漁民供養場公園で魚介藻類の霊を供養すると共に恩恵と感謝の念を持ち続

 け後世への豊漁祈願,海上安全の祈願に際し,婦人部員役員が献花を執り行います。

5.波及効果
 普及活動を続ける中,料理雑誌,TVなどから魚料理紹介の依頼を受けました。

 ①料理雑誌への紹介

 平成4年,「主婦と生活」の「私の自慢料理」として,東町のブリを紹介してほしいとの依頼を

 受け,「ブリ大根」「ブリのかば焼き風」「プリと山芋の和え物」「ブリの味噌漬け」などを紹介しま

 した。

 その他,平成5,6年度は,県漁婦連主催により,各地域の魚を持ち寄っての魚料理講習会

 が開催されました。そこで,東町からはブリ料理を10晶程紹介しました。その料理は,浜自慢・
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 お魚料理「メニュー集」パート1,2として県内外の方々へ送付されました。(表3)

 ②TV出演

 NHKより,魚料理を紹介してほしいとの要望があり,イカ料理1回(平成11年6月「イカ飯」

 ),ブリ料理2回(基本編・応用編)(平成11年12月)を行いました。基本編としては,rブリの

 たたき」を,応用編としては,「ブリ大根」を紹介しました。そこではブリは頭から尻尾まで残さず

 おいしく食べられる軍と,栄養が豊富であることをPRしました。

 今までの地道な活動も大切ですが,雑誌,TVを通してのPRは予想以上の反響がありました

 6.今後の課題と問題点
 今後の課題としては,まず,県内外の末端消費者まで魚食普及を浸透させることと,きれいな

 海を子孫に残すことです。

 そして,これからは学校教育の中に「環境保全」を取り入れていただけるよう,また,学校給食

 にもっと魚を利用していただけるよう働きかけていきたいと考えています。

 そのためには,常に原点に返り,足元を見つめ地道に草の根運動として真剣に取り組んでい

 くことが大切です。

 現在,私たちが取り組んでいる活動が,今後の子供たちのためになると信じてこれからも継続

 していきたいと思います。

 私たちは,あらゆる分野の婦人部活動を真剣に見据え国際的な視野で,世界の中の「あずま

 」をモットーにアンテナを高く掲げ,東ブランド確立のため,婦人部員一同団結し,自己研鎖と

 啓発を図り,漁協と青壮年部と連携をとりながら更なる運動展開を図って参りたいと存じます。
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 《婦人部構成》(表1)

   役員構成(7名)部長1名、副部長2名、監事2名、相談役2名

   文部(13地区)塩追、脇崎、梅ノ木山、三船、福ノ浦、伊唐、薄井、
   高輪、幣串、御所浦、片側、宮ノ浦、田尻

 《重点活動事項》(表2)

   活動事項内容

   明るい漁村を築くためには、私たち婦人部の手によ

   (1)家計簿記帳促進に努める。って生活の設計を立てながら節約運動を行い、また、
   「お返し廃止」のし袋等の地域への普及利用を徹底し
   ます。

   野菜の種苗配布
   (2)食生活の改善に努める。地域住民との交流を図りながら魚食普及、菜園づく

   りを推進し、実践活動に努める。

   ①スローガン
   合成洗剤追放の輪を町民一帯に広げ、各商店におい

   (3)海をきれいにする運動。ても合成洗剤は売らない運動を強化しよう。
   ②呼びかけの言葉

   海は命海を愛する心はひとつ
   ③合成洗剤3ない運動

   買オつない、使わない、贈らない

   (4)小、中、高の教育の場を借り、魚食普及運動に努めるとともに、合成洗剤の有害
   性について、また、河川、海の汚染など更に環境保全に対する認識を深める。

   (5)海岸清掃については、各地区の組合員等の協力を得ながら実施する。

   貯蓄推進にあたっては、年2回はもとより月ノマのコ
   (6)漁協事業への積極的参加、インカレンダーに努め、人間ドッグの積立と漁業者と
   協力に努める。して安心して働けるために、漁業者年金総加入の協力

   的な推進に努める。

   (7)毎月5日を「子供を見つめる日」として普及し、黄旗を掲揚、「海の子作品」募集
   を得て、優秀作品を表彰すると共に「親子文庫」の活用により漁村子弟の学力向上
   に努める。

   (8)古切手収集

   (9)廃油利用の石けんづくり

   (10)寝たきり老人の看護講習

   (11)「若妻会」の結成を促進する。
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浜自慢  お魚料理メニュー集(北薩自慢)より(表3)
  メニュー作り方

  ブリの①ブリは、(酒、醤油、しょっが汁、油)で下味を付ける。  ②中華鍋に油大さじ2を熱し、プリの水気をとり、強火で焼いて取り出す。
  中華風③②に残りの油をだして(ネギ、にんにく、しょうがのみじん切り)を香りが出るまで

  唐辛子妙め妙め、豆板醤、合わせ調味料(トマトケチャップ、酒・醤油、砂糖、コ～油)を加え、
  片栗粉でとろみをつけるそこヘプリを入れ手早く混ぜる。

  ブリの①ブリは、棒状に切って片栗粉をまぶし、沸騰目uのお湯にサッと通す。氷水に通して水  切りする。卵は茄でて4つに切り、レモンを薄切りにし、大葉は締切りにする。

  吸い物②一番だしに塩、薄口醤油で味を付けて椀に注ぎ、①と卵を入れレモン、大葉を吸い口
  にする。

  ①ブリは、甘塩をして水で洗い、適当な大きさ1こ切る。

  プリの②昆布は汚れをふさ、約10分水につけ、水気を拭き取る。  ③①の水気をとり、昆布の幅にあわせて切る。昆布を広げ、プリを芯にして巻き、かん

  昆布巻きびょうで3カ所ぐらいしばる。
  ④鍋に③を並べ、酢、昆布のつけ汁、酒を加えて柔らかくなるまで煮る。砂糖、醤油を
  加えて更に煮る。

  ①ブリは、薄くそぎ切りにし、80度の湯でサッと通して氷水で洗い、甘酢につける。

  ブリと②ワカメはサッと水洗いして水切りする。豆腐は大きいまま熱湯に通し、ざるに布巾を
  ワカメの敷いた上にあげて、水気をよくしぽる。人参は短冊に切って苑でる。

  ③白ゴマは香ばしくなるまで妙り、すり鉢でよくすり、豆腐を入れ更に混ぜる。味噌、
  自和え砂糖を加え、固さを見ながらみりんを加える。

  ④食べる前に水気を切った具を加える。

  プリの①ネギは、2～3㎝に切り、焼き網又はフライパンで焼き目を付ける。
  南蛮漬け②鍋に南蛮酢の調味料と刻んだ唐辛子を入札一煮立ちさせ、①を加えて冷ましておく。  ◎ブリは一切れを2等分にし小麦粉をまぶし、170度で揚げ②に2～3時間つけ込む.。

  ブリの①ブリは、甘塩1こし水洗いし、水気を拭いて(酒、塩、しょうが汁)で下味を付ける。  ②だれの調味料(醤油、酒・砂糖、みりん)を合わせておく。
  かば焼き③ししとうは縦に一本切り目を入れておく。
  どんぶり④①に1」1麦粉をよくまぶし色よく焼く。ししとうもサッと焼<。

  ⑤④を取り出し、だれを煮立ててブリだけ戻し絡ませ、ししとうと温かいご飯にのせる。

  ブリの①ブリは、タタキにして、1㎝位の厚さに切る。
  中華風②野菜(大概レタス、人参、かいわれ、ネ羊香菜)は細切りにし、冷水1こ放す。

  ③ワンタンの皮は半分に切って色よく揚げる。器に盛り、ごまだれ(醤油、酢、砂糖、
  さしみラー油、粉山槻、胡淑、ごま油、ネギ、生姜みじん切り)をかけ、野菜とあわせる。

  ブリと①プリは、生姜汁につけ込み、焼き切りにする。  ②きゅうり、人参、玉葱は細切り、ネギはみじん切り、きくらげはもどして適当に切る。
  きゅうりの③中華鍋に油を熱し、にんにく、ネギを少々妙め、きくらげを加える。
  中華風妙め④スープ1/2カップ、塩少々、酒、醤油、酢を注ぎ一煮立らさせ、①を加え片栗粉で

  とろみをつける。

  ブリと①プリは、塩こしょうして片栗粉をまぶして油で揚げる。
  なすの②なすは乱切りにし、水に浸してアクを抜き、油で揚げる。

  ③タ]ま苑でて適当な大きさに切る。
  味噌和え④フライパンに油を熱し、生姜を妙め①3③を入れて脚曽、砂糖、塩こしょうを加える。

  ①プリは、1」1麦粉をまぶし、フライパンにオリーブ油をしき、色づくように焼く。

  ブリの②ホワイトソースをつくる。
  グラタン③ブロッコリーは1」1房に分1プ、苑でる。  ④器にオリーブ油を軽くしき、プリを並べ、コーンと③を加え②をかけ白ワインをぶっ

  て180度のオーブンで焼く。
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 r枕崎水産振興会と私」

枕崎市漁業協同組合水産振興会 山下幸盛

 1.地域の恢要

 枕崎市は.薩摩半島の最南端に位置する人口2万7千人余りの市で.昔から「かつおの

 町」として発展してきました(図1)。枕崎漁港は昭和44年に特定第3種漁港に指定さ

 れ,以後着実に港の整備がなされてきました。昨年7月1日には全国で初めて漁港単独で

 開港及ぴ無線検疫対象港の指定を受け,文字通り南に向けた国際港となり.輸入カツオの

 水揚げが増加するなど、枕崎の水産業の発展に寄与することでしょう。

 2.湾協の恢要

 枕崎市漁協は,正組合員242名.准組合員1,186名,計1,428名、うち沿岸漁業に従

 事する正組合員87名で,遠洋カツオー本釣漁業を中心に刺網漁業,採藻漁業.底引き網

 漁業,小型定置網漁業や一本釣曳き縄漁業が営まれています。平成10年の水揚げは

 90,561トン,131億円で.うちカツオー本釣漁業が10,769トン,25億円,海外まき網

 漁業が38,263トン、60億円.まき網漁業が40,179トン.38慮円で,沿岸漁業は1,350
 トン,7億円となっており,地元沿岸漁業による水揚げは261トンとなっています(図

2)。

 3.漁業就業の経緯

 私は,地元高校を卒業し愛知県の自動車台杜に就職しました。5年ほど経ったとき.父

 から「定置網をやるので戻ってこないか」との誘いがあり,熟慮の末,枕崎にUターンし

 ました。

 枕崎の定置網は,漁協が沿岸漁業の振興をはかる目的で.導入が可能か判断するため,

 県水産試験場の漁場調査の結果をもとに,昭和52年に自営事業として開始され,3年間

 の操業の結果,導入の可能性が実証されました。しかし,漁協は個人には漁具等を譲渡し

 ない方針であったため、操業は一時中断しましたが,昭和57年,私の叔父が操業を再開

 しました。当時父は,磯建網を中心に曳き縄漁業を操業していましたが.定置網の網換え

 や魚が大量に大綱したときは叔父の手助けをするなどし.定置網を勉強したようです。

 図1枕崎市の位置
 図2枕崎市漁協の水揚量

(平成10年)



 そのようなことから父は,家族一緒に働

 き,生計が立てられる漁業として,新たな

 漁場での定置網の善業を決意したようで

 す。私は父とともに定置網の敷入れの準備

 から始め,4ヶ月後,立神地先漁場で操業

 を開始しました(図3)。最初の網揚げで.

 魚捕りに魚が泳いでいた光景は.今でも忘

 れられません。

 その後定置網漁業の経営も軌道に乗り,

 平成6年には弟もUターンし,現在家族3

 名,雇人2名の計5名で操業しています。

 今は,定置網のほか,以前から父が操業し

 ていた磯建網やトサカノリ漁業を組み合わ

 せ漁業を営んでいます(表1)。

 表1私たちの漁業経営(平成10隼)

   漁業種類水揚量(Kg)水揚金額の比率

   定置網漁業66,47694.7%

   磯建網漁業1232.9%

   トサカノリ漁業612214%

   計67,211100%

4.枕崎水産振興会

 私は.枕崎に戻りしばらく経ってから,父や周囲の人の勧めもあり,枕崎水産振興会と

 その部会である青年部に入会しました。戻ったばかりで.漁業そのものや,漁業制度など

 を全く知らない私には.会の先輩や青年部員の指導助言が大変心強いものでした。

 枕崎水産振興会は昭和38年に沿岸漁業者35名で設立されました。設立当初から参加

 している先輩会員の話では,当時漁協にはカツオ船21隻が所属し,カツオ漁が全盛期の

 頃で,ある意味で沿岸漁業はほとんどかえりみられない状況であったようです。また沿岸

 漁業もほとんどが一本釣で.しかも排他的で,自分の仕掛けは入港前にはしまい込み,人

 には見せないようにするなど,情報の交換といったようなことはなかったようです。網漁

 業など新しい漁業の導入に屯,互いに牽制するといった状況のようでした。

 そこで比較的若い人たちが集まり.互いの漁業技術や情報を交換し,他地区の漁具漁法

 を学習導入し,沿岸漁業の地位向上を図ることを目的に振興会が設立されました。その後

 会員屯増え、現在では62名.沿岸専業漁業者のほとんどが加入しており,それまで選任

 されていなかった漁協理事会にも,沿岸漁業の代表として昭和57年以降振興会から理事

 1名,監事1名を送り,漁協事業にも協力しています。

 図3定置網の漁場



 平成10年度振興会の主な活動内容は表2一のとおりですが,設立当初からの目的である

 漁業技術の学習については,現在も「技術講習会」という形で継続しています。これは先

 進地視察や県漁業研修所の乗船研修事業により研修した漁業技術について,会員全員に知

 らせるために開催しており.近年の講習会の内容は表3のとおりです。

 表2枕崎水産振興会の活動内容

 ・総会・役員会

 ・定例会

 イカ架設置および追跡調査

 ・技術講習会

 研修視察・乗船硯修

 ・魚礁効果調査

 ・海の日港内清掃

 ・港まつり船団パレード

 カジキ流網導入指導

 沿岸漁業の漁法問の調整

 表3技術講習会の内容(枕崎水産振興会)

  年度講習会の内容

  10マダイー本釣漁具・漁法

  9カンパチ釣漁具・漁法

  8アマダイ立縄流し釣漁具・漁法

  7小型漁船用漁労機器の取扱い

  6鮮度保持と出荷技術による価格の形成

  5クロ,イサキ,タイ流し釣漁具・漁法

  4イサキ釣り漁具・漁法

 このほか振興会は,枕崎の沿岸漁業の調整の一翼も担っています。枕崎市漁協では,共

 同漁業権内で操業する主な漁業種類ごとに業者会を作っています。現在,トサカノリ業者

 会,磯建網業者会,キビナゴ業者会があり,それぞれその漁業を営む漁業者は必ず加入す

 ることになっており,それぞれ業者会が操業ルールの決定など資源管理活動を行っていま

 す(表4)。しかし.他の漁業との調整をはかる必要があるものについては,振興会が定

 例会や総会で協議し,沿岸漁業者の総意として.漁協理事会に意見を上げており,理事会

 もその意見に沿い決定することが慣例となっています。このように,振興会は沿岸漁業を

 振興する上で重要な役割を担っています。私たちの定置網についても,振興会に相談し,

 その了承を得たことで,父も善業を決断することが出来たようです。

 表4各業者会の資源管理の主な取り組み

   業者会名資源管理の概要

   トサカノリ業者会解禁日の設定生育状況を見ながら解禁日を決める。

   操業時間午前8時開始,入札3時。

   ボンベ本数の制限1人1日大型1本または小型2本。

   禁漁区の設定白沢前から女立神の間の深場。

   磯建網業者会漁具の制限高さ6尺まで。1隻あたり20反まで。

   操業場所の規制2ヶ所以内(港内は1ヶ所)。

   禁漁日の設定9月以降の旧13～19日は禁漁。

   体長制限13センチ以下は再放流。

   再放流活動5月1日に約150㎏を放流。

   キビナゴ業者会漁具の制限網目は19.5節以下。

   (流綱の取決め)休漁日の設定旧14～18日は禁漁。

   燈火水深40m以浅は使用禁止。

   錨を使わないときは1Kw以下。

   禁漁区設定5～1O月に設定。
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 次に,青年部は,昭和55年に振興会の部会として設立されました。そのころ既に振興

 会はほとんどの沿岸専業漁業者が加入しており,会員間の年齢差も生じていました。若者

 同士意志の疎通を図り,どのようなことでも気兼ねなく話し合えるよう親睦を深めたいと

 のことで,40歳未満の振興会会員で設立されました。現在は年齢制限の枠をはずし,3

 0名の部員で活動をしており.その内容は表5のとおりです。これ以外にも互いの親睦を

 深める目的で,種々の集まりを開いています。

 青年部では,様々な場に慣れるため,中でむ若い部員が部長をすることとなっており,
 私も枕崎に戻った翌平成4年度から2年間部長を務めました。会合の段取りをするのが主

 な役目で,さしずめ飲ン方の幹事といったところです。おかげで私自身,あまり抵抗屯な

 く沿岸漁業を担う仲間の一人として漁業に溶け込むことが出来ました。また,現在Uター

 ンして1O年未満の若い漁業者が6名いますが、全員青年部に参加し.同じ沿岸漁業の仲

 間として.互いに話し合い.刺激しあいながら熱心に漁業に取り組んでいます。

 表5青年部の活動内容

 ・総会,役員会

 港まつり船団パレード

 南薩地区水産振興会グループ交換会出席

 ワカメ藻場造成および側張撤去

県漁業者実績発表大会出席

研修視察

 ・新年会

 ・港内清掃

 5.今後の取リ組み

 私は.今では沿岸漁業者として,これからも漁業を続けていく自信が出来ました。これ

 も振興会や青年部をはじめとしたグルーブ活動に参加できたことが大きな要因であったと

 考えています。これからも私のようにUターンをし,漁業に従事する若者がでてくること

 と思います。その時には,私も先輩方がしてくれたように,仲間として力になりたいと考

 えています。

 一方,定置網に従事して,水産資源は減ってきているのではと感じています。種苗放流

 など積極的な資源の増殖は屯ちろんですが.これからの漁業は,資源を安定的に維持しな

 がら漁獲する漁業であり.また未利用資源を有効,適正に漁獲し,高度に利用している資

 源に対し,少しで屯漁獲の圧力を減らしていく漁業ではないかと考えています。これらは

 一人では出来ないことで,他の漁業との調整をはかりながら.互いに技術・情報を交換し

 ながら取り組む必要があります。

 このように枕崎の沿岸漁業を振興する上で,枕崎水産振興会は今後も重要な役割を担っ

 ています。私も振興会の会員の一人として,先輩の業績を受け継ぎながら,これからも振

 興会活動に積極的に参加していきたいと考えています。

一23一



 資源管理型漁業と漁獲物の加工
 に取リ組んで

 一21世紀へ残したい漁業をめざして一

 (有)エビミー水産加工 佐々木 九州男

 北薩地区小型機船底曳網協議会の概要

 北薩地区の小型底曳網漁業者が技術の向上、

 情報交換及び親睦を目的に,昭和46年に設立

 され,阿久根市漁協組合員13名の他,下甑村

 漁協,串木野市漁協等の組合員計28名で構成

 されています。

 代表者は阿久根市漁協に所属する倉津澄季

 氏となっており.主な活動として,会員相互

 の親睦や,ヒゲナガエビの資源管理に取り組

 み,単位漁協を越えた広域的な資源管理型漁

 業の推進に努めています・

 漁業の経歴
 私は図1に示します鹿児島県の北西部,熊

 本県天草本島の南に位置する長島町漁業協同

 組合の青壮年部に所属し,漁業を始めてちょ

 うど.20年になります。

 地元の高等学校卒業当時,父がごち網漁業を営んでおりましたので,迷うこともなく,

 父を手伝う形で漁船に乗り,主として,タイ,エソ等を対象とした漁業を行っておりまし

 た。

 しかし.その後,年々,漁獲量が減少し,将来の経営に対する不安を感じるようになり,

 漁業に従事して,およそlO年間が経過した平成2年,漁船を新たに建造したのを機に,漁

 場も広く,資源量的にも期待できそうなヒゲナガエビを漁獲対象とした小型機船底曳網漁

 業の許可を得,漁業の転換を図りました。

 この時.当該漁業のリーダー的存在にあり、指導漁業士でもある前述の倉津氏及び北薩

 地区小型機船底曳網協議会の人々と知り合い、技術的な指導を受けながら、現在に至って

 います。

 ヒゲナガエビ漁には海州丸,9.7トンに乗組員3名とと色に乗船して午前2時頃出航し.
 沖で操業して,午後5時頃帰港します。

 漁法はビーム,けた及び開口板等の網口開口装置を全く有しない手繰第一種の小型機船

 底曳網で,漁具は1,O00mの上綱に中チェーンが80㎏,底綱400m及び袖網,袋網、魚捕部で

 構成されています。

 なお、禁漁期間中はフグかご漁業、棒受網漁業等を営んでいます。

 ヒゲナガエビの資源管理と加工.販売の取り組み

 1.資源管理型漁業の推進

 ヒゲナガエビを対象とした小型底曳網漁業の漁場は図1のとおりで,甑島列島周辺の

 甑島海域と鷹島以南の宇治群島及ぴ竹島等の三島を含む南薩海域とに2分されており,
 前者に阿久根市漁協所属漁船を主とした28統が,後者に指宿市岩本漁協所属漁船を主と

 間1量Dローω位置と小;1種㎜塵食.■善業課実区業図



 した20統,計48統が漁業許可を受け、操業しています。

 表1に平成10年度の阿久根市漁協におけるヒゲナガエビ取扱高を示しましたが、水揚
 げ数量,金額はそれぞれ,123トン,8,100万円で,平均kg単価は658円となっていま
 す。

 ヒゲナガエビは駿河湾.遠州灘,熊野灘及び薩摩半島南西海域に生息するクダヒゲエ

 ビ科のエビで,水深200皿以深で漁獲され.2～3月に産卵し.その後、およそ3ケ月で

 60～70㎜に成長し,漁獲されるといわれ,本県では.水産試験場の調査により,昭和43

 年に新規漁業資源として開発されたと聞いています。また,地元では一般に,タカエビ

 と呼ばれています。

 本県におけるヒゲナガエビの漁獲量は昭和54年に518トンを記録して,その後,減少

 に転じ、昭和63年以降,200トン以下となり、平成6年には94トンまで落ち込み,資源
 の枯渇が心配さ

 表1阿久根市漁協におけるヒゲナガエピ取扱高
 れる状態となり

 ました。(単位:トン、百万円)

 県の漁業許可
月456

 の条件により,

 1月1日から3数量222313
 月31日までの期金額14116

 間は禁漁となっ

 ていますが,前

T
0
0

89101112123計

014131523000123

0910121900081

(平成10年度.漁控資料)

 述のような状況から,昭和62年には協議会として,7月と8月を自主禁漁期間に定めて

 いましたが,その後、水産試験場が中心となって,平成6年度から資源管理型漁業推進

 総合対策事業の導入により.資源管理推進指針の策定に取り組み、さらに,平成9年度
 から漁業者自ら、資源管理計画

 表2資源管理のための具体的方策
 を策定することになり,平成11

 年3月,表2に示します資源管
 管理方策管理の内容

 理計画が策定されました。
 n〕O才エビの保護カ綱を入れ.袖網、袋網の目合いを

 管理方策は8節以下とする。
 (1)r0才エビの保護」のため,

 ω操業回数の制限1日当たりの操業回教を4回とする。
 現行の目合い9節を8節とす

 る。制休漁日の設定丁・月月及ぴ土曜日を休演圓とする。
 (2)r操業回数の制限」はこれ

 まで無制限だったのを1日4回操業とする。

 (3)「休漁日の設定」については,従来の7月と8月の他,それぞれの判断で休んでい
 た土曜日をすべて,休漁とする。

 以上、3つの項目から成っていますが、目合いについては漁具の購入時期等の関係も

 あり,暫定的に.4年間の猶予期間が設けられました。

 この計画は水産試験場や鹿児島大学水産学都で行われたエビの成長,資源量の推定,
 稚エビと網目の関係,或いは経営調査,流通調査,標本船調査等の結果を屯とに策定さ
 れています。

 なお、操業回数,禁漁日については平成9年1月の総会で取り決められ,同年4月か
 ら実践に移されています。

 写真はヒゲナガエビの水揚げの様子を示していますが,エビの大きさにより、大、中,
 中小、小及ぴ豆の5種類に選別し、出荷しています。

 また、以前.混獲される雑魚類はほとんど廃棄されていましたが,エビの加工に取り

一25一



 組むようになってから,資源の有効利用を図ろうと,カサゴ、ムツ等は鮮魚として市場
 に出荷し,オキギス等のその他魚介類はすべて近隣の養殖業者へ餌料として提供するよ
 うになり,これら混獲魚介類の販売による収入は1隻当たり.年平均約50万円となって
 います。

 2.漁獲物の加工,販売
 私たち同業者の気の合う者同志の話合いの中で,これまで,漁業者は沖で魚を獲って
 終わりでよかったかも知れないが、これからの漁業はそれだけでは経営は続けて行けな

 い。何かしなければという思いから,自分たちが獲ってきたエビを加工し,販売するこ

 とはできないものかということになり,阿久根市漁協等の協力,指導を受け,有志3名
 が出資して,平成9年4月にrエビミー水産加工」を設立しました。

 当初,水産試験場に相談して、エビの塩辛の商品開発を検討しましたが.需要量,或
 いは製品価格等.あまり多くを期待できそうになく,贈答品用の刺し身及びむきエビ加
 工に取り組むことになりました。

 しかし、水産物の加工については皆,全くの素人で、何をどうしていいのか,わから
 ないことばかりで,最初に,販売店の見学から勉強を始めました。東京都内の百貨店及
 ぴスーパーを足が棒になるほど見て回り.唖然とするとともに,規格の統一,或いはネ
 ーミング等,大変,参考になりました。商品名を「薩摩甘えび」とし,宅配用の発泡ス
 チロール箱の表面には「エビミー水産加工」の組織名を印刷しました。また.中元,歳
 暮時期には「私たち漁師が東シナ海で獲った新鮮な甘エビです」と表示したチラシを同

 封するよにしました。努力の甲斐あって.購入してもらった消費者からの評判は上々で,
 注文,販売数量は少しずつではありますが,着実に伸び.最近,中元.歳暮時期の贈答
 品の他、熊本,鹿児島両県内のスーパーとの取引もでき.当時のような無理な販売努力
 をしなくても商品の出荷ができるようになり.沖での操業と加工,販売業務の両立が比
 較的.楽にできるようになってきました。

 写真は加工場におけるむきエビ作業表3平成10年度の経営収支
 の様子と製品を示していますが,加工

(単位1千円)
 場では衛生管理に気を付け,原料を流

 水中で解凍し,殻をむいてトレイに並収入支出

 へ.これを真空パックした後に急速凍 販売金額34,680原料買取額16,088

 結処理を行って,冷凍保管します。・人撤6,l14
各種経費12,326

 主な製品は刺し身とむきエビですが,

 中元及ぴ歳暮時期にはこれらに殻付き計34,680計34,528
 の冷凍エビを加えた贈答用セット商品

 を製造しています。け
 加工場で作業する従業員の数は現在.

120
 11名で,すべて漁業者.或いは漁業従事

 者の家族を雇用しています。

 なお,平成11年4月に.組織をr有限
60

 会社エビミー水産加工」と会社組織に変

 更しています。

 一時.仲買人と価格設定で混乱を生じ。
 ましたが.お互いの話合いで解決し,業123456τ8910年
 者会の中の8隻から加工原料のエビを買回2阿久根市鰍.二洲るヒゲナガェピ柵け数量の撒
 い受け,その単価は常に,浜値に100円(舳資料〕
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 上乗せした価格で購入することにしています。買い受けた原料は一旦,冷凍保管し、計

 画的に加工に仕向けています。

 今回、加工、販売に取り組んでから,漁獲したエビに対する意識も変わり,消費者に

 自信をもって届ける以上.高品質の商品を提供したいという気持ちから,船上でのエビ

 の取扱い,鮮度保持等にも注意を払うようになりました。

 事業を開始した平成9年度は真空包装機等の機器類の購入,或いは加工場の改築工事

 等に経費を要したため,差引き,l07万円の赤字となりましたが,2年目の平成10年度

 は表3に示しましたように,わずかではありますが.利益を計上することができました。

 平成11年度にはホーム・ぺ一ジを開設し.インター・ネットによる注文も増え、予定

 販売金額は4,000万円以上が見込まれています。

 なお、各種経費は原料の冷凍保管料.漁協への販売手数料及び発泡スチロール箱代等

 を合わせた経費です。

 当初,限られた漁業資源を有効に利用し,その付加価値を向上させるために、5年間

 頑張ってみようと始めた事業ですが,苦労しながらではありますが,経済新聞,或いは
 旅行ガイド・ブック等にも取り上げられるようになり、現在のところ、順調に推移して

 います。

 これも,周囲の方々のご協力の賜物と感謝しています。

 現在、加工原料用のエビの買い取り単価を浜値に100円上乗せしていますが,自分た

 ちが漁獲したエビの価格を自分たちで設定するという醍醐味と生産者のための魚価の安

 定.向上.さらに.加工場で作業に従事する婦人は漁業者の家族であり,雇用の場の提

 供と漁家収入の向上に貢献していると自負しております。

 今後の課題

 図2に阿久根市漁協におけるヒゲナガエビの水揚げ数量の推移を示しましたが、資源の

 枯渇を恐れ,皆,一丸となって,資源管理に取り組んでいる一方で、平成9年,1O年の水

 揚げ数量は増加してます。これはそれまで,阿久根市漁協に所属し.ヒゲナガエビを漁獲

 する漁船の数が5,6隻であったのに対して、イワシの極端な不漁から,棒受網漁業を行

 っていた漁船5,6隻が新たにエビ漁に転換,参入し、操業する漁船数が倍加したためと

 思われます。

 最近、漁獲されるエビのサイズは小型化し,資源の回復は予想以上に鈍いようです。今

 後,更なる資源管理のための検討が急務と思われます。
 このエビ漁業を次の世代に残すためには、資源を枯渇させてはなりません。

 また,獲るだけでなく,魚価の向上とそれを加工することによって、漁獲物の付加価値

 を高めるために,漁業者自らの取り組みとして、加工、販売の事業を始め,沖の操業との

 両立は決して.楽ではありませんが,周囲の協力に支えられて,軌道に乗りつつあります。

 当面の目標を年商1億円とし,今後,新たな商品の開発にも取り組んでいきたいと思っ
 ております。

おわりに

 これからの漁業は漁業者自らが資源管理に取り組み、漁業を次世代に残す努力をしなけ

 ればならないと思います。また,獲るだけでなく、限られた資源.或いは漁獲物の有効利

 用.付加価値向上に努めることも重要と考え,私たちの取り組みを紹介させていただきま

 した。

 今後とも,関係機関の、より一層のご指導,ご協力をお願いいたしまして,私の発表を
 終わらせていただきます。
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 『アオリイカの種苗生産に関する研究その2』

鹿児島県立鹿児島水産高等学校

 海洋科栽培工学コース3年

発表者中山絵梨

補助者小湊至

 上野ひとみ

上田尚美

松下悟

 I研究テーマ設定の理由

 アオリイカは,ジンドウイカ科の仲間でヤリイカやスルメイカとは違い.ヒレが全体

 についたイカ類中最も高級な魚介類の一つとされている。本県では,『ミズイカ』,

 『モイカ』とも呼ばれ,釣りの対象魚として広く愛され,漁業者のみならず,一本釣り

 の中でも各々が自慢の餌木で漁獲されている。また,このイカは他のイカに比べて甘み

 が強く一般に刺身で食されているが、刺身以外の料理法でも美味なことから,本県を代

 表する魚介類の一つとされている。

 このように,アオリイカは本県に非常に親しみが深いばかりでなく,重要な水産資源

 である。しかし,最近の乱獲による資源量の減少あるいは磯焼け等の問題でその資源量

 は減少してきている。そこで,我々はその資源量確保並びに養殖の可能性について継続

 的に研究を進め,いくつかの新しい知見を得ることができたのでここに報告する。

 I研究概要

 本校では,昭和62年度から継続的にアオリイカの種苗生産に関する研究を行ってき

 た。その中で,水温どぶ北日数の関係.あるいは換水率どぶ化率との関係など様々なこ

 とについて明らかにしてきた。今回,その研究の一環として初期餌料に従来の魚類ふ化

 仔魚から天然コペの使用を試みるとともに,雌雄の外見的な判別の時期についても研究

 してきた。その取り組みの中でいくつかの知見を得ることができた。

 1天然コペの初期餌料としての効果

 (1)研究のねらい

 これまでは,アオリイカニ『生きたものしか食べない』という考えのもと研究

 を進めてきた。しかしながら,生き餌=魚類仔魚の量的,質的な問題もあり,な

 かなか餌の確保に苦労してきた。そこで,これらの課題を解決すべく天然コペの

 初期餌料としての効果を模索した。

 (2)研究の成果

 ア従来実施してきた魚類仔魚による飼育と天然コペとの生残率を比較すると,

 後者が2倍程度の高い値を示した。このことは,これまでには得られなかった

 データであり.今後の安定した種苗生産を図るうえで大きな成果となった。

 イ天然コペを初期餌料とした飼育により.15尾の親イカを得ることができた。

 加えてこのイカのうち,6尾(雄4尾、雌2尾)をいおワールド鹿児島水族館

 に寄贈することができた。

 2雌雄の外見的な判別時期

 (1)研究のねらい

 親イカの雌雄の判別については,外見的な特徴により容易に判別は可能である。
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 当初,ふ化イカにおいても雌雄の判別は容易であると考えていた。しかしながら,

 外見的には判別が難しく,容易でないことが明らかとなった。そこで,この判別

 の可能な時期を明確にすることを主な目的として取り組んだ。

 (2)研究の成果

 継続的に飼育・観察を実施した結果,飼育100日令目頃から外見的な判別が

 可能となった。つまり,外見的には約3か月で雌雄の分化が起こるということに

 なり、生態学的に屯興味深い結果となった。

3感想

 本研究に継続的に取り組んできたことで,本コースの種苗生産実習に本校ならでは
 の特徴(つまり,種苗生産にも学校の特徴=この学校しかない種苗生産技術)を出す

 ことができた。しかも.その内容はウナギ,イセエビと同じように難しいとされるイ

 カの種苗生産であり,実際研究に携わった我々も大きな自信を持つことができた。こ

 の研究の成果を進学・就職先に生かすとともに,後輩や地域の皆さんに役立っ学校・

 栽培工学コースを目指して一層努力をしていきたいと考えている。

 さらに,本研究を通して東京水産大学やいおワールド鹿児島水族館とも関係するこ

 とができた。このことは,私達の研究内容に自信を持たせる結果であり.今後いろい

 ろな意味で関わりを持つことが『地域に開かれた学校』『地域に喜ばれる学校』とい

 う点からも大切ではないかということが実感できた。
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 外海域における藻場造成
 ～笠沙町小浦地先での試み～

鹿児島県水産試験場生物部主任研究員佐々木謙介

 【日的】
 外海域の藻場の環境条件を明らかにし,その環境要因の模倣による藻場造成の可能性を

 探るため,造成可能地・適種を探索しながら基礎試験を行う。
 【材料及び方法】
 /調査海域の概要
 笠沙町小浦地区の、岸近くの天然岩礁にヤツマタモク,マメダワラ等のホンダワラ類が
 繁茂し,その沖には平坦な砂地が広がっている海域(水深1～3m)を調査海域として選
 定した。なお、潮間帯上部にウミトラノオが生育するだけの磯焼け海域が隣接している。
 2投石による藻場拡大基礎試験
 41m×31mの範囲を12ブロックに分け,各ブロックの四隅に特殊塗料(藻類の栄

 養になるとともに藻食動物の小型巻貝の忌避物質となるアミノ酸を徐々に溶出する塗料)
 を塗布した山石20個を配置し,ブロック内には塗料を塗布しない山石を6～7個ずつ80個,
 総計では100個を設置した。山石は700kg～ユt程度のものを用い,それぞれが接しない
 よう2～3mの間隔をとって平成9年5月26日に設置した。
 また母藻(ヤツマタモク及びマメダワラ)設置量を変えた2区(89kg区=1409/㎡、18kg

 区=28g/㎡)と藻場隣接区を設定し,母藻設置量によるホンダワラ着生密度を比較した。
(母藻設置平成9年6月6日,6月20日)

 さらに,平成10年4～5月にかけて18kg区に繁茂したホンダワラ類を刈り取り,着生量
 着生密度を検討した。
 【結果】
 今回,基質(山石)を天然の岩礁から一定の距離(最短距離で3.5m)をおいて設置
 レたため,ウニ,巻貝等の植食動物の移動・侵入を抑えることができた。そのため,今回
 の試験で設置した山石にマメダワラ及びヤッマタモクを着生,生育させることができ,条
 件さえ整えば外海域でも藻場を造成できることを示すことができた。
 また,今回山石を互いに接しないように設置したため,小型巻貝は山石表面のムラサキ

 イガイの間に若干生育しているものの,ウニ類は母藻設置に使用した土のう袋と山石の間
 隙にわずかに確認できたにすぎなかった。これは,波浪による岩からの剥離から身を守る
 ために,ウニ類の生育には適度な間隙が必要で,山石単体ではそれが少ないためと考えら
 れる。このことからウニ,巻貝類の生育適所をできるだけ造らな.いという目的はある程度
 達成できたと思われる。
 特殊塗料の塗布の効果については,89kg区で塗布した山石への着生密度が高くなったが,
 18㎏区,天然藻場隣接区では逆に低く,平成m年1～4月の3区の平均では塗料を塗布し
 た方が約12%低く,塗料の効果は認められなかった。
 母藻設置量によるホンダワラ着生密度については,10月以降いずれの区も密度が低下し
 ているが,藻場隣接区の密度をlOO%とすると,1～4月の平均では89kg区で48%,18kg区
 で30%であった。これにより,今回の試験で実施した母藻量(28～1409/㎡)では,藻場
 隣接区と同様の着生密度を得ることができなかった。
 刈り取りによる調査では,18kg区全体で20.7kgと,前年設置した母藻とほぼ同量の藻体
 を得ることができた。また,試験区の外縁に位置する山石の着生密度は,内側の山石の約
 42%しかなかった。内側の山石は外縁の山石に比べ,四方から胞子が供給されることから,
 これによっても母藻量により胞子着生量に差がでることが伺われた。
 さらに,18kg区では山石によるホンダワラ類の着生密度の差が大きかった。魚類等の遊

 泳力のある植食動物による食害等,海域による特性があるので一概にはいえないが,近く
 に天然藻場がなく,他に胞子の供給が期待できない海域で藻場造成を実施するための母藻
 量は,1㎡あたり30gでは少ないと思われる。
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 図1.笠沙町小浦周辺の藻場分布

 図2着生ミー…,コ(山:百〕の標■蟹■已種【図

 図3.木ンタ.ワラの着生密度の変化
 (15x15om当t=りO)姜F教)

図4.  ヤツマタモク.マメダワラの着生密度

 図5.A.8区の区害,りと母建設置掲定■

 図6.母藻設置量と着生密産の関係

 AB区境界域

    想定母藻着生密度着生重量

    設置量1株/㎡)19/㎡)

    19/㎡)

    A区内側13548.9一

    AB区境界域8128.61430.7

    B区内側2720.4591.2

    B区外側14lO.O394.⑪

 表1.ヤツマタモク・マメダワラ母藻



外海域藻場造成基礎試験
(平成10年4月20目笠沙町小浦)

 No6山石
(天然藻場隣接区,特殊塗料塗布)

 No6近くの山;百
(天然荻場隣接区,特殊塗料未塗布)

 No7山石
 (母藻89㎏設置区,特殊塗料塗布)

 No7近くの山石
 (母藻89kg設置区,特殊塗料未塗布)

 No14山石
 (母藻18kg設置区,特殊塗料塗布)

 No14近くの山石
 (母藻18kg設置区,特殊塗料未塗布)
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